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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　評価対象のＩＣＴサービスを示す情報と前記ＩＣＴサービスの普及率との入力を受け付

ける入力手順と、

　前記評価対象のＩＣＴサービスに関して第１の記憶部に記憶されている、当該ＩＣＴサ

ービスの利用による各種需要の変化率を計算するための情報と、前記普及率とに基づいて

、前記変化率を算出する第１の算出手順と、

　第２の記憶部に記憶されている情報に基づいて、前記評価対象のＩＣＴサービスの利用

により年間で節約される金額を取得する取得手順と、

　前記節約される金額に基づいて、各部門の需要の変化額を算出する第２の算出手順と、

　前記変化率と、前記変化額とを基準年の産業連関表に反映させた状態で均衡計算を行う

ことで、ＧＨＧ排出量及び生産影響額又は経済影響額を算出する第３の算出手順と、

　前記ＧＨＧ排出量及び生産影響額又は経済影響額のそれぞれについて、前記基準年の値

との差分を算出する第４の算出手順と、

をコンピュータが実行することを特徴とする総合影響評価方法。

【請求項２】

　前記第２の記憶部は、各ＩＣＴサービスについて当該ＩＣＴサービスの普及率に応じて

当該ＩＣＴサービスの年間利用回数を記憶する第３の記憶部と、各ＩＣＴサービスについ

て１回の利用あたりに節約される金額を記憶する第４の記憶部とを含み、

　前記取得手順は、前記第３の記憶部から、前記評価対象のＩＣＴサービスに関して前記
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入 力 手 順 に お い て 受 け 付 け た 普 及 率 に 対 応 す る 年 間 利 用 回 数 を 取 得 し 、 前 記 第 ４ の 記 憶 部

か ら 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 す る 金 額 を 取 得 し 、 取 得 し た 年 間 利 用 回 数 及 び 取

得 し た 金 額 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 年 間 で 節 約 さ れ る 金 額 を

算 出 す る 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 総 合 影 響 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 ２ の 算 出 手 順 は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 節 約 さ れ る 金 額 に 基 づ い て 発 生 す る 各 種

活 動 の 割 合 を 示 す 情 報 と 、 前 記 各 種 活 動 に 対 応 す る 部 門 を 示 す 情 報 と を 参 照 し て 、 前 記 評

価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に つ い て 前 記 取 得 手 順 に お い て 取 得 さ れ た 前 記 節 約 さ れ る 金 額 に

基 づ い て 、 前 記 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 算 出 す る 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 総 合 影 響 評 価 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス を 示 す 情 報 と 前 記 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 普 及 率 と の 入 力 を 受 け 付

け る 入 力 部 と 、

　 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 第 １ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ

ー ビ ス の 利 用 に よ る 各 種 需 要 の 変 化 率 を 計 算 す る た め の 情 報 と 、 前 記 普 及 率 と に 基 づ い て

、 前 記 変 化 率 を 算 出 す る 第 １ の 算 出 部 と 、

　 第 ２ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用

に よ り 年 間 で 節 約 さ れ る 金 額 を 取 得 す る 取 得 部 と 、

　 前 記 節 約 さ れ る 金 額 に 基 づ い て 、 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 算 出 す る 第 ２ の 算 出 部 と 、

　 前 記 変 化 率 と 、 前 記 変 化 額 と を 基 準 年 の 産 業 連 関 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う

こ と で 、 Ｇ Ｈ Ｇ 排 出 量 及 び 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 を 算 出 す る 第 ３ の 算 出 部 と 、

　 前 記 Ｇ Ｈ Ｇ 排 出 量 及 び 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 前 記 基 準 年 の 値

と の 差 分 を 算 出 す る 第 ４ の 算 出 部 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 ２ の 記 憶 部 は 、 各 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に つ い て 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 普 及 率 に 応 じ て

当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 年 間 利 用 回 数 を 記 憶 す る 第 ３ の 記 憶 部 と 、 各 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に つ い

て １ 回 の 利 用 あ た り に 節 約 さ れ る 金 額 を 記 憶 す る 第 ４ の 記 憶 部 と を 含 み 、

　 前 記 取 得 部 は 、 前 記 第 ３ の 記 憶 部 か ら 、 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 前 記 入

力 部 が 受 け 付 け た 普 及 率 に 対 応 す る 年 間 利 用 回 数 を 取 得 し 、 前 記 第 ４ の 記 憶 部 か ら 前 記 評

価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 す る 金 額 を 取 得 し 、 取 得 し た 年 間 利 用 回 数 及 び 取 得 し た 金 額

に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 年 間 で 節 約 さ れ る 金 額 を 算 出 す る 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 ２ の 算 出 部 は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 節 約 さ れ る 金 額 に 基 づ い て 発 生 す る 各 種 活

動 の 割 合 を 示 す 情 報 と 、 前 記 各 種 活 動 に 対 応 す る 部 門 を 示 す 情 報 と を 参 照 し て 、 前 記 評 価

対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に つ い て 前 記 取 得 部 が 取 得 し た 前 記 節 約 さ れ る 金 額 に 基 づ い て 、 前

記 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 算 出 す る 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 総 合 影 響 評 価 方 法 及 び 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 Ｉ Ｃ Ｔ （ Information and Com munication Technology） 製 品 ・ サ ー ビ ス の 環 境 影 響 評 価

手 法 が Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 　 Ｌ ． １ ４ １ ０ （ 非 特 許 文 献 １ ） に お い て 国 際 標 準 化 さ れ て い る 。 Ｉ Ｃ

Ｔ サ ー ビ ス を 提 供 す る 企 業 の 多 く は 、 同 手 法 を 用 い て 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に よ る 社 会 へ の 環

境 負 荷 削 減 貢 献 を 評 価 し 、 評 価 結 果 を 公 開 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 同 手 法 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス 導 入 前 後 に お け る Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 を 、 Ｌ Ｃ Ａ （ Life Cycle A

ssessment） に 基 づ い て 評 価 し 、 そ の 差 分 を Ｃ Ｏ ２ 削 減 効 果 と し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 ITU-T Recom mendation. L. 1410, "Methodology for environmental li

fe cycle assessments of information and com munication technology goods, networks

 and services", 2014

【 非 特 許 文 献 ２ 】 総 務 省 ， "ICTに よ る 環 境 影 響 評 価 手 法 の 概 要 "

【 非 特 許 文 献 ３ 】 L. Erdmann et al. , "The future impact of ICTs on environmental s

ustainability", Technical Report EUR 21384 EN, 2004

【 非 特 許 文 献 ４ 】 A. Hankel, "Understanding higher order impacts of green ICT", 2n

d international conference on ICT for sustainabili ty, pp. 385-391, 2014

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 Ｌ Ｃ Ａ に よ る 評 価 手 法 で は 、 産 業 間 及 び 産 業 と 家 計 と の 間 の 相 互 影 響 を

は じ め と し た 経 済 全 体 へ の 影 響 を 考 慮 す る こ と は 難 し い と 考 え ら れ る 。 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の

普 及 に よ り 経 済 の 均 衡 が 崩 れ る と 、 価 格 メ カ ニ ズ ム に よ る 需 給 調 整 が 行 わ れ 、 新 た な 均 衡

に 向 か っ て 、 産 業 連 関 を 通 じ て 生 産 活 動 が 変 化 す る と 考 え ら れ る が 、 Ｌ Ｃ Ａ で は そ の よ う

な 価 格 メ カ ニ ズ ム に も と づ い た 経 済 全 体 の 需 給 バ ラ ン ス の 変 化 （ 波 及 効 果 ） を 評 価 す る こ

と が 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用 者 が 節 約 さ れ た 時 間 や 費 用 を 利 用 し て 新 た な 活 動 （ 買 い 物

や 移 動 な ど ） を 行 う こ と で 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 増 加 な ど の 新 た な 環 境 負 荷 （ リ バ ウ ン ド 効 果

） が 発 生 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ３ 、 ４ ） 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 導 入 に よ る 波 及

効 果 及 び リ バ ウ ン ド 効 果 に よ る 影 響 を 環 境 と 経 済 の 観 点 か ら 総 合 的 に 評 価 可 能 と す る こ と

を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 総 合 影 響 評 価 方 法 は 、 評 価 対 象 の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス を 示

す 情 報 と 前 記 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 普 及 率 と の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 手 順 と 、 前 記 評 価 対 象 の

Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 第 １ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用 に よ

る 各 種 需 要 の 変 化 率 を 計 算 す る た め の 情 報 と 、 前 記 普 及 率 と に 基 づ い て 、 前 記 変 化 率 を 算

出 す る 第 １ の 算 出 手 順 と 、 第 ２ の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 評 価 対 象

の Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用 に よ り 年 間 で 節 約 さ れ る 金 額 を 取 得 す る 取 得 手 順 と 、 前 記 節 約 さ

れ る 金 額 に 基 づ い て 、 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 算 出 す る 第 ２ の 算 出 手 順 と 、 前 記 変 化 率 と

、 前 記 変 化 額 と を 基 準 年 の 産 業 連 関 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 均 衡 計 算 を 行 う こ と で 、 Ｇ Ｈ Ｇ

排 出 量 及 び 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 を 算 出 す る 第 ３ の 算 出 手 順 と 、 前 記 Ｇ Ｈ Ｇ 排 出 量 及

び 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 前 記 基 準 年 の 値 と の 差 分 を 算 出 す る 第

４ の 算 出 手 順 と を コ ン ピ ュ ー タ が 実 行 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 導 入 に よ る 波 及 効 果 及 び リ バ ウ ン ド 効 果 に よ る 影 響 を 環 境 と 経 済 の 観

点 か ら 総 合 的 に 評 価 可 能 と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー タ

の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ の 機 能 構 成 例 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ

ャ ー ト で あ る 。

【 図 ５ 】 「 航 空 券 オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 利 用 が も た ら す 家 計 の 節 約 コ ス ト に 基 づ い

て 発 生 す る 新 た な 各 種 活 動 の 割 合 を 示 す 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 同 サ ー ビ ス に よ る 年 間 節 約 額 に 基 づ く 各 種 活 動 に 対 応 す る 部 門 の 需 要 の 変 化 額 の

一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に

お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は

、 イ ン タ ー ネ ッ ト 又 は Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ 以 上 の

ユ ー ザ 端 末 ２ ０ と 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 Ｉ Ｃ Ｔ （ Information and Com munication Technology）

サ ー ビ ス の 導 入 に よ る 環 境 及 び 経 済 へ の 影 響 を 評 価 す る １ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 な

お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス と は 、 特 定 の 事 業 者 に よ っ て 提 供 さ れ る 具 体

的 な サ ー ビ ス で は な く 、 例 え ば 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス と い っ た よ う に 、

サ ー ビ ス の カ テ ゴ リ 又 は 種 別 に よ っ て 区 別 さ れ る 概 念 に 相 当 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ は 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に 対 す る 評 価 条 件 の 入 力 を ユ ー ザ か ら 受

け 付 け た り 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に よ る 評 価 結 果 を 出 力 （ 表 示 ） し た り す る 端 末 で

あ る 。 例 え ば 、 Ｐ Ｃ （ Personal Computer） 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 等 が ユ ー

ザ 端 末 ２ ０ と し て 利 用 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ ー

タ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ を 構 成 す る コ ン ピ ュ

ー タ は 、 そ れ ぞ れ バ ス Ｂ で 相 互 に 接 続 さ れ て い る ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０

２ 、 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ 、 及 び イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １ ０ ５ 等 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ で の 処 理 を 実 現 す る プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 記 録 媒

体 １ ０ １ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た 記 録 媒 体 １ ０ １ が ド ラ イ ブ 装 置 １ ０

０ に セ ッ ト さ れ る と 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 媒 体 １ ０ １ か ら ド ラ イ ブ 装 置 １ ０ ０ を 介 し て 補 助

記 憶 装 置 １ ０ ２ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 但 し 、 プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル は 必 ず し も 記 録

媒 体 １ ０ １ よ り 行 う 必 要 は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 他 の コ ン ピ ュ ー タ よ り ダ ウ ン ロ ー

ド す る よ う に し て も よ い 。 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ は 、 イ ン ス ト ー ル さ れ た プ ロ グ ラ ム を 格 納

す る と 共 に 、 必 要 な フ ァ イ ル や デ ー タ 等 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ は 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 指 示 が あ っ た 場 合 に 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ か ら

プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 格 納 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ は 、 メ モ リ 装 置 １ ０ ３ に 格 納 さ れ た プ ロ

グ ラ ム に 従 っ て 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に 係 る 機 能 を 実 行 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 １

０ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス と し て 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ の 機 能 構 成 例 を 示 す 図

で あ る 。 図 ３ に お い て 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 入 力 部 １ １ 、 変 化 率 算 出 部 １ ２ 、

年 間 節 約 額 算 出 部 １ ３ 、 需 要 変 化 額 算 出 部 １ ４ 、 均 衡 計 算 部 １ ５ 、 差 分 算 出 部 １ ６ 及 び 出
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力 部 １ ７ 等 を 有 す る 。 こ れ ら 各 部 は 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ に イ ン ス ト ー ル さ れ た １

以 上 の プ ロ グ ラ ム が 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ４ に 実 行 さ せ る 処 理 に よ り 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ は 、 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ 、 Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ

Ｂ ２ ２ 、 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ 、 追 加 活 動 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ 及 び 産 業 連 関 表 Ｄ Ｂ ２ ５ 等 の デ ー タ

ベ ー ス を 利 用 す る 。 各 デ ー タ ベ ー ス は 、 例 え ば 、 補 助 記 憶 装 置 １ ０ ２ 、 又 は 総 合 影 響 評 価

シ ス テ ム １ ０ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 可 能 な 記 憶 装 置 等 を 用 い て 実 現 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス を 利 用

す る こ と に よ る 各 種 需 要 の 変 化 率 を 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 普 及 率 に 基 づ い て 計 算 す る た

め の 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 「 普 及 率 」 と は 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス を 利

用 す る か 否 か を 問 わ ず 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 連 す る 活 動 を 行 う 全 人 口 に 対 す る 普 及 率

を い う 。 例 え ば 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス で あ れ ば 、 オ ン ラ イ ン で あ る か 否

か を 問 わ ず 航 空 券 の 予 約 を 行 う 人 口 に 対 す る 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 普 及

率 を い う 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 普 及 率 に

応 じ た 年 間 利 用 回 数 （ の 推 定 値 ） が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 、 １ 回 の 利 用 に よ り 節 約 さ れ る コ ス ト

を 示 す 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 例 え ば 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用 に よ っ て 移 動 に 必 要 な 費 用

及 び 時 間 が 節 約 さ れ る の で あ れ ば 、 当 該 費 用 の 金 額 及 び 当 該 時 間 が 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に

記 憶 さ れ て い て も よ い し 、 当 該 時 間 が 公 知 の 方 法 に よ っ て 金 額 に 換 算 さ れ る こ と に よ り 、

当 該 費 用 の 金 額 と 当 該 時 間 の 金 額 と の 総 和 が 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ て い て も よ い

。 以 下 、 当 該 総 和 を 、 「 節 約 コ ス ト 」 と い う 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 追 加 活 動 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 、 当 該 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 利 用 に よ る

節 約 コ ス ト に 基 づ い て 発 生 す る 新 た な 各 種 活 動 の 割 合 を 示 す 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 産 業 連 関 表 Ｄ Ｂ ２ ５ に は 、 或 る 年 （ 以 下 、 「 基 準 年 」 と い う 。 ） の 産 業 連 関 表 を 示 す 情

報 等 が 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 総 合

影 響 評 価 シ ス テ ム １ ０ が 実 行 す る 処 理 手 順 の 一 例 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 入 力 部 １ １ は 、 い ず れ か の ユ ー ザ 端 末 ２ ０ に お い て 入 力 さ

れ た 評 価 条 件 を 当 該 ユ ー ザ 端 末 ２ ０ か ら 受 信 す る （ す な わ ち 、 当 該 評 価 条 件 の 入 力 を 受 け

付 け る ） 。 評 価 条 件 に は 、 評 価 対 象 と す る Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス （ 以 下 、 「 対 象 サ ー ビ ス 」 と い

う 。 ） を 示 す 情 報 （ 例 え ば 、 サ ー ビ ス 名 ） と 、 対 象 サ ー ビ ス の 普 及 率 （ 以 下 、 「 対 象 普 及

率 」 と い う 。 ） と が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 対 象 サ ー ビ ス を 示 す 情 報 と し て 「 航 空 券 の オ ン ラ

イ ン 予 約 」 を 含 み 、 普 及 率 と し て 「 ７ ０ ％ 」 を 含 む 評 価 条 件 が 受 信 さ れ る 。 す な わ ち 、 本

実 施 の 形 態 で は 、 ユ ー ザ が 、 対 象 普 及 率 に よ っ て 示 さ れ る 程 度 に 対 象 サ ー ビ ス が 普 及 し た

場 合 の 環 境 及 び 経 済 へ の 影 響 の 評 価 を 知 り た い 状 況 が 想 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 続 い て 、 変 化 率 算 出 部 １ ２ は 、 対 象 サ ー ビ ス に 関 し て Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ に 記

憶 さ れ て い る 情 報 と 、 対 象 普 及 率 と に 基 づ い て 、 産 業 部 門 間 、 又 は 産 業 部 門 と 家 計 と の 間

で の 各 種 需 要 の 変 化 率 を 算 出 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 例 え ば 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １
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に は 、 旅 客 数 Ｎ ＝ ９ １ ６ ４ ６ 千 人 、 航 空 販 売 窓 口 ま で の １ ト リ ッ プ あ た り の 距 離 Ｌ ＝ ６ ．

２ ｋ ｍ 、 移 動 手 段 に 占 め る 自 動 車 の 分 担 率 Ｒ ＝ ５ ４ ． ３ ％ 、 総 自 動 車 輸 送 量 Ｖ ＝ ８ ３ ０ ０

億 人 ｋ ｍ 等 と い っ た パ ラ メ ー タ と 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 導 入 に よ る 自

動 車 輸 送 量 の 削 減 率 （ す な わ ち 、 最 終 需 要 （ 最 終 消 費 支 出 ） の ガ ソ リ ン 及 び 軽 油 の 需 要 の

減 少 率 ） の 計 算 式 と し て 以 下 の 計 算 式 が 記 憶 さ れ て い る 。

自 動 車 輸 送 量 の 削 減 率 ＝ （ （ Ｎ × 評 価 対 象 年 と 基 準 年 の 普 及 率 の 変 化 × Ｌ × Ｒ ） ÷ Ｖ ） ×

１ ０ ０

　 こ こ で は 基 準 年 の 普 及 率 が ０ で あ る と 仮 定 し て い る た め ， 「 評 価 対 象 年 と 基 準 年 の 普 及

率 の 変 化 」 は ７ ０ ％ と な る 。

す な わ ち 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １

に は 、 上 記 の 各 パ ラ メ ー タ （ Ｎ ， Ｌ ， Ｒ ， Ｖ ） と 、 普 及 率 を 変 数 と す る 計 算 式 と が 記 憶 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 し た が っ て 、 対 象 普 及 率 ＝ ７ ０ ％ で あ れ ば 、 自 動 車 輸 送 量 の 削 減 率 （ 最 終 需 要 （ 最 終 消

費 支 出 ） の ガ ソ リ ン 及 び 軽 油 の 需 要 の 減 少 率 ） は 、 以 下 の よ う に 算 出 さ れ る 。

（ （ ９ １ ６ ４ ６ × １ ０
３

× ０ ． ７ × ６ ． ２ × ０ ． ５ ４ ３ ） ÷ ８ ３ ０ ０ × １ ０
８

） ＝ ０ ． ０

２ ７ ％

　 更 に 、 「 航 空 券 の オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス に 関 し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ に

は 、 鉄 道 輸 送 に 関 す る Ｎ 、 Ｌ 、 Ｒ 、 Ｖ 等 が 記 憶 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 鉄

道 輸 送 の 削 減 率 （ す な わ ち 、 最 終 需 要 （ 最 終 消 費 支 出 ） の 鉄 道 旅 客 輸 送 の 減 少 率 ） が 、 算

出 さ れ て も よ い 。 こ こ で 、 当 該 算 出 結 果 が 、 ０ ． ０ ０ ７ ６ ％ で あ る と す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 上 記 で は 、 自 動 車 又 は 鉄 道 の 輸 送 量 の 削 減 率 （ 最 終 需 要 （ 最 終 消 費 支 出 ） の ガ ソ

リ ン 及 び 軽 油 の 需 要 の 減 少 率 及 び 最 終 需 要 （ 最 終 消 費 支 出 ） の 鉄 道 旅 客 輸 送 の 減 少 率 ） が

、 各 種 需 要 の 変 化 率 と し て 算 出 さ れ る 例 を 示 し た が 、 変 化 す る 需 要 は 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に

応 じ て 異 な る 。 し た が っ て 、 変 化 す る 需 要 が 何 で あ る か や 需 要 の 変 化 率 の 計 算 式 等 は 、 Ｉ

Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に 、 適 切 な 値 が Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ に 記 憶 さ れ る の が 望 ま し い

。 な お 、 当 該 変 化 率 は 、 波 及 効 果 に 対 応 す る 指 標 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 続 い て 、 年 間 節 約 額 算 出 部 １ ３ は 、 対 象 サ ー ビ ス に 関 し て Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ に 記

憶 さ れ て い る 、 対 象 普 及 率 に 対 応 す る 年 間 利 用 回 数 と 、 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ て

い る 節 約 コ ス ト と に 基 づ い て 、 １ 年 間 で 節 約 さ れ る 金 額 （ 以 下 、 「 年 間 節 約 額 」 と い う 。

） を 算 出 す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。 な お 、 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ て い る 値 が 、 金 額 と 時

間 と で あ る 場 合 に は 、 年 間 節 約 額 算 出 部 １ ３ は 、 当 該 時 間 を 金 額 に 換 算 し て 節 約 コ ス ト を

求 め た 上 で 、 年 間 節 約 額 を 算 出 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 例 え ば 、 「 航 空 券 オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 普 及 率 が ７ ０ ％ で あ る 場 合 に 関 し て Ｉ Ｃ

Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ に 記 憶 さ れ て い る 年 間 利 用 回 数 が 、 ２ ９ ６ ４ 万 回 で あ り 、 「 航 空 券 オ

ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス に 関 し て 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ に 記 憶 さ れ て い る 節 約 コ ス ト が ９ ２

０ 円 で あ る 場 合 、 ２ ９ ６ ４ × １ ０
４

× ９ ２ ０ 円 を 計 算 す る こ と で 、 年 間 節 約 額 が 算 出 さ れ

る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ と 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ と が 区 別 さ れ

て 、 年 間 節 約 額 が 動 的 に 算 出 さ れ る 例 が 示 さ れ て い る が 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス ご と に

、 普 及 率 に 応 じ た 年 間 節 約 額 の 算 出 結 果 が 予 め デ ー タ ベ ー ス に 記 憶 さ れ て い て も よ い 。 こ

の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 年 間 節 約 額 算 出 部 １ ３ は 、 対 象 サ ー ビ ス 及 び 対 象 普

及 率 に 対 応 す る 年 間 節 約 額 を 当 該 デ ー タ ベ ー ス か ら 取 得 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 続 い て 、 需 要 変 化 額 算 出 部 １ ４ は 、 年 間 節 約 額 を 、 対 象 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス に 関 し て 追 加 活

動 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 、 節 約 コ ス ト に 基 づ い て 発 生 す る 新 た な 各 種 活 動 の 割 合
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を 示 す 情 報 に 基 づ い て 、 各 種 活 動 に 対 応 す る 産 業 部 門 （ 以 下 、 単 に 「 部 門 」 と い う 。 ） に

割 り 振 る （ 分 配 す る ） こ と で 、 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 算 出 す る （ Ｓ １ ０ ４ ） 。 な お 、 当

該 需 要 の 変 化 額 は 、 リ バ ウ ン ド 効 果 に 対 応 す る 指 標 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 例 え ば 、 図 ５ は 、 「 航 空 券 オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 利 用 が も た ら す 節 約 コ ス ト に 基

づ い て 発 生 す る 新 た な 各 種 活 動 の 割 合 を 示 す 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ で は 、 帯 グ

ラ フ の 形 式 に よ っ て 、 各 種 の 活 動 の 割 合 が 示 さ れ て い る が 、 例 え ば 、 当 該 帯 グ ラ フ が 示 す

情 報 が 、 追 加 活 動 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 図 ６ は 、 同 サ ー ビ ス に よ る 年 間 節 約 額 に 基 づ く 各 種 活 動 に 対 応 す る 部 門 の 需 要 の

変 化 額 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ に は 、 図 ５ に 示 し た 各 種 活 動 に 対 応 す る 「 部 門 」 と 、

当 該 部 門 に お け る 「 需 要 の 変 化 額 」 と が 示 さ れ て い る 。 な お 、 各 種 活 動 に 対 応 す る 部 門 を

示 す 情 報 は 、 例 え ば 、 追 加 活 動 割 合 Ｄ Ｂ ２ ４ に 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ５ に お け る 「 需

要 の 変 化 額 」 は 、 当 該 部 門 に 対 応 す る 活 動 の 割 合 （ 図 ５ 参 照 ） を 、 年 間 節 約 額 に 乗 じ る こ

と で 算 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 続 い て 、 均 衡 計 算 部 １ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 算 出 さ れ た 各 種 需 要 の 変 化 率 、

及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 算 出 さ れ た 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 、 産 業 連 関 表 Ｄ Ｂ ２ ５

に 記 憶 さ れ て い る 基 準 年 の 産 業 連 関 表 に 反 映 さ せ た 状 態 で 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル に 基 づ く 均

衡 計 算 を 行 い 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 及 び Ｇ Ｄ Ｐ を 算 出 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。 こ こ で 、 各 種 需 要 の 変

化 率 及 び 各 部 門 の 需 要 の 変 化 額 を 産 業 連 関 表 に 反 映 さ せ た 状 態 と は 、 当 該 産 業 連 関 表 に 含

ま れ て い る 産 業 間 、 又 は 家 計 （ 最 終 需 要 ） と 産 業 と の 間 の 投 入 係 数 又 は 需 要 額 が 当 該 変 化

率 及 び 当 該 変 化 額 に よ っ て 変 更 さ れ た 状 態 を い う 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 な お 、 産 業 連 関 表 に お い て は 、 産 業 間 の 需 要 （ 需 給 ） に つ い て は 、 投 入 係 数 に よ っ て 表

現 さ れ 、 家 計 （ 最 終 需 要 ） に つ い て は 、 金 額 （ 需 要 額 ） に よ っ て 表 現 さ れ て い る 。 し た が

っ て 、 当 該 変 化 率 に 基 づ く 、 産 業 間 の 需 要 （ 需 給 ） の 変 更 は 、 当 該 産 業 間 の 投 入 係 数 を 変

更 す る こ と で 実 現 さ れ る 。 す な わ ち 、 （ １ ＋ 変 化 率 ） × 投 入 係 数 を 計 算 す る こ と で 、 当 該

投 入 係 数 が 変 更 さ れ る 。 一 方 、 家 計 （ 最 終 需 要 ） の 需 要 額 に つ い て は 、 （ １ ＋ 変 化 率 ） ×

当 該 需 要 額 を 計 算 す る こ と で 変 更 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 例 え ば 、 「 航 空 券 オ ン ラ イ ン 予 約 」 サ ー ビ ス の 例 で は 、 均 衡 計 算 に よ り 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量

＝ １ ３ ０ ５ ． ８ （ Ｍ ｔ － Ｃ Ｏ ２ ） 、 Ｇ Ｄ Ｐ ＝ ５ ０ ４ ． ３ ６ ３ ２ （ 兆 円 ） が 算 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 な お 、 Ｇ Ｄ Ｐ は 、 産 業 連 関 表 に 含 ま れ て い る た め 、 均 衡 計 算 に よ っ て 直 ち に （ 直 接 的 に

） 算 出 さ れ る 。 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 は 、 均 衡 計 算 か ら 求 ま る 各 部 門 の 生 産 額 (需 要 額 ） を Ｃ Ｏ ２

に 排 出 量 に 変 換 す る こ と で 部 門 ご と に 算 出 さ れ る 。 部 門 ご と に 決 ま っ て い る 、 生 産 額 か ら

Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 へ の 変 換 方 法 は 、 例 え ば 、 均 衡 計 算 部 １ ５ の ロ ジ ッ ク と し て 組 み 込 ま れ て い

る （ 当 該 変 更 方 法 は 、 実 際 に 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル の 中 に 含 ま れ て い る 。 ） 。 し た が っ て 、

均 衡 計 算 部 １ ５ は 、 ま ず 、 部 門 ご と の Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 を 算 出 し 、 部 門 ご と の Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の

総 和 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 続 い て 、 差 分 算 出 部 １ ６ は 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 及 び Ｇ Ｄ Ｐ の そ れ ぞ れ に つ い て 、 ス テ ッ プ Ｓ

１ ０ ５ に お い て 算 出 さ れ た 値 と 、 産 業 連 関 表 Ｄ Ｂ ２ ５ に 記 憶 さ れ て い る 、 基 準 年 の 値 （ Ｃ

Ｏ ２ 排 出 量 （ 部 門 ご と の Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 総 和 ） 又 は Ｇ Ｄ Ｐ ） と の 差 分 を 算 出 す る （ Ｓ １ ０

６ ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 例 え ば 、 基 準 年 の Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 ＝ １ ３ ０ ５ ． ９ （ Ｍ ｔ － Ｃ Ｏ ２ ） 、 Ｇ Ｄ Ｐ ＝ ５ ０ ４ ． ３

６ ３ ３ （ 兆 円 ） で あ れ ば 、 当 該 差 分 は 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 に つ い て は 、 ０ ． １ （ Ｍ ｔ － Ｃ Ｏ ２

） 減 少 、 Ｇ Ｄ Ｐ に つ い て は 、 １ 億 円 減 少 と な る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】

　 続 い て 、 出 力 部 １ ７ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お け る 算 出 結 果 を 、 評 価 条 件 の 送 信 元 の ユ

ー ザ 端 末 ２ ０ へ 送 信 す る （ Ｓ １ ０ ７ ） 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ は 、 評 価 条 件 に 基 づ く 評 価 結 果

を 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 導 入 に よ る 波 及 効 果 及 び リ

バ ウ ン ド 効 果 に よ る 影 響 を 環 境 と 経 済 の 観 点 か ら 総 合 的 に 評 価 可 能 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 と Ｇ Ｄ Ｐ を 求 め た が 、 同 様 の 方 法 で 他 の 温 室

効 果 ガ ス （ Ｇ Ｈ Ｇ ） の 排 出 量 を 求 め る こ と も で き る 。 ま た 、 Ｇ Ｄ Ｐ 以 外 の 生 産 影 響 額 又 は

経 済 影 響 額 が 算 出 さ れ て も よ い 。 ま た 、 特 定 の 産 業 へ の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 や 生 産 影 響 額

又 は 経 済 影 響 額 を 求 め る こ と も で き る 。 そ の 場 合 は Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 当 該 産 業 の 温 室 効

果 ガ ス 排 出 量 や 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 を 求 め 、 Ｓ １ ０ ６ に お い て 当 該 産 業 の 基 準 年 に

お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 や 生 産 影 響 額 又 は 経 済 影 響 額 と の 差 分 を 算 出 す れ ば よ い 。 そ の

結 果 、 よ り 広 範 囲 の 影 響 を 反 映 し た 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス 導 入 に よ る 環 境 お よ び 経 済 へ の 影 響

評 価 を 可 能 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ サ ー ビ ス の 導 入 に よ り 節 約 さ れ た 時 間 や 費 用 の 使 い 方 の 観 点 か ら 、 持 続 可

能 な 活 動 の 提 案 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ ２ １ は 、 第 １ の 記 憶 部 の 一 例 で

あ る 。 Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ 及 び 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ は 、 第 ２ の 記 憶 部 の 一 例 で あ る 。

Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ ２ ２ は 、 第 ３ の 記 憶 部 の 一 例 で あ る 。 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ ２ ３ は 、 第 ４ の

記 憶 部 の 一 例 で あ る 。 変 化 率 算 出 部 １ ２ は 、 第 １ の 算 出 部 の 一 例 で あ る 。 年 間 節 約 額 算 出

部 １ ３ は 、 取 得 部 の 一 例 で あ る 。 需 要 変 化 額 算 出 部 １ ４ は 、 第 ２ の 算 出 部 の 一 例 で あ る 。

均 衡 計 算 部 １ ５ は 、 第 ３ の 算 出 部 の 一 例 で あ る 。 差 分 算 出 部 １ ６ は 、 第 ４ の 算 出 部 の 一 例

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 斯 か る 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定

さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々

の 変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

１ ０ 　 　 　 　 　 総 合 影 響 評 価 シ ス テ ム

１ １ 　 　 　 　 　 入 力 部

１ ２ 　 　 　 　 　 変 化 率 算 出 部

１ ３ 　 　 　 　 　 年 間 節 約 額 算 出 部

１ ４ 　 　 　 　 　 需 要 変 化 額 算 出 部

１ ５ 　 　 　 　 　 均 衡 計 算 部

１ ６ 　 　 　 　 　 差 分 算 出 部

１ ７ 　 　 　 　 　 出 力 部

２ １ 　 　 　 　 　 Ｉ Ｃ Ｔ 普 及 シ ナ リ オ Ｄ Ｂ

２ ２ 　 　 　 　 　 Ｉ Ｃ Ｔ 利 用 回 数 Ｄ Ｂ

２ ３ 　 　 　 　 　 節 約 コ ス ト Ｄ Ｂ

２ ４ 　 　 　 　 　 追 加 活 動 割 合 Ｄ Ｂ

２ ５ 　 　 　 　 　 産 業 連 関 表 Ｄ Ｂ

１ ０ ０ 　 　 　 　 ド ラ イ ブ 装 置

１ ０ １ 　 　 　 　 記 録 媒 体

１ ０ ２ 　 　 　 　 補 助 記 憶 装 置

１ ０ ３ 　 　 　 　 メ モ リ 装 置

10

20

30

40

50



(9) JP  6796312  B2  2020.12.9

１ ０ ４ 　 　 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ
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